
室
に
開
削
う
て
阪
側
を
刺
し
た
。
聡
右
術
門
時
に
年
四

十
九
。
そ
の
紡
死
の
艇
に
縫
っ
た
の
だ
か
ら
、
校
総

邸
宅
を
波
牧
L
、
家
財
を
治
銀
に
奥
へ
、
イ

一
日
死

院
を
野
町
大
法
寺
に
界
ら
し
め
た
。
話
磁
は
舗
へ
ら

れ
て
竹
凶
五
郎
左
衛
門
忠
阪
の
家
に
拘
せ
ら
れ
、
暗

殺
の
迎
陶
を
鈍
さ
れ
た
が
白
を
答
へ
ず
、
喰
乱
心
の

殺
す
腕
と
い
う
た
。
定
乃
ち
乱
心
者
を
以
て
越
せ
ら

れ
る
こ
と
の
不
利
を
越
し
た
の
で
、
諮
践
は
逢
に
番

肌
武
川
円
相
左
術
門

・
坂
井
史
人
に
刑
制

L
腕
慌
を
述
べ

た
o
m
m
L

市山右
衛
門
が
貫
教
の
左
右
に
侍
し
て
能
融
市
・

放
問
の
明
好
を
騒
端
に
増
長
せ
し
め
、
叉
自
ら
侯
の

側
一
任
に
依
翻
し
て
、
版
協
加
漸
く
上
を
山
ほ
ぐ
も
の
あ
っ

た
を
償
っ
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
図
っ
て
十
五
日
八

牢
時
を
以
て
死
を
竹
間
氏
の
底
上
に
賜
う
た
。
密
磁

の
死
に
就
い
た
時
、
御
番
印
刷
武
凶
喜
左
衛
門

・
坂
引

削封入
、
御
柿
自
今
井
垣
右
衛
門

・
石
川
茂
市
、
金
谷

御
杭
日
山
本
九
郎
太
夫
、
同
御
小
将
政
江
守
平
馬

・

利
用
品
V

兵
術
、
同
制
同
番
副
河
地
才
担
之
に
臨
み
、
吉

村
安
左
衛
門
は
介
銭
、
永
山
直
右
衛
門
は
介
削
の
任

に
訪
っ
た
。
品
目
滋
享
年
サ
ご
〈
貨
は
十
九
〉
、
街
浅
院

と
紘
L
、
大
衆
寺
に
抑
っ
た
。
後
天
明
大
年
疋
且
什

祝
日
特
に
そ
の
家
を
興

L
、
村
銭
三
郎
な
し
て
後
を

織
が
し
め
、
新
知
百
石
を
奥
へ
た
o

h
F
カ
主
主
ネ
ハ
ル

官同
国
務
玄

逝
椛
用
品
右
衛
門
。

延
貸
七
年
養
父
七
右
衛
門
の
辿
知
二
百
石
密
閉
盟
ぎ
、

資
永
一
花
年
間
揚
奉
行
と
な
り
、
正
篠
二
年
祭
君
附
御

用
人
と
な
っ
て
茨
十
石
を
加
へ
、
元
文
二
年
十
二
且

陥
日
六
十
八
放
を
以
て
波
し
た
。

主
力
主
主
ネ
マ
ザ

高
田
種
政
沼
椛
粥
右
衛
門
。

元
利
六
年
矢
術
省
衛
門
の
辿
知
二
一
白
坑
十
石
を
袈

ぎ
、
後
百
石
を
加
へ

、
注
文
十
二
年
明
日
し
た。

タ
カ
タ
デ
ン
ス
ケ
一
一品
田
即
時
助
初
め
織
悶
信
雄

に
仕
へ
、
後
阻
臣
秀
吉
に
召
出
さ
れ
、
次
い
で
秀
次

タ
カ

に
甘
へ
た
。
其
の
後
院
長
元
年
前
旧
制
長
に
来
仕

L

て
千
石
を
開
削
し
た
が
、

一
た
び
牢
一
似

L
、
十
年
郎
副
世

L
て
五
百
石

・
二
百
依
荷
受
け
、
元
利
凶
年
限
問
、

覚
永
去
年
間
但
し
た
。
子
田
町
杭
々
滞
に
仕
へ
る
。

h
F
カ
h
F

デ
ン
ベ
イ

高
田
惇
丘
一
衛
大
田
町
寺
務
十
'。

資
永
三
年
九
月
六
日
夕
、
御
川
内
廻
積
所
で
問
動
期
江

何回
左
衛
門
札
町
桁
り
、
自
ら
前
胞
に
於
い
て
自
殺
し
た
o

m
m
左
衛
門
も
亦
幾
〈
も
な
〈
命
世
間
制
し
た
が
、
川
時

の
限
剛
山
は
明
ら
か
で
な
い
。

h
F
カ
h
m
ト
キ
h
F
ネ

一一ロ岡
田
時

種

泌

mM畑
隙
次

・

揃
右
衛
門
。
父
助
法
直
純
早
川
し
た
の
で
、
時
稿
は

寛
文
十
二
年
組
父
謝
右
衛
門
罰
則
政
の
治
知
三
百
五

十
石
そ
製

F
、
点
字
元
年
去
御
納
戸
奉
行
か
ら
次
第

に
界
活
し
て
御
留
守
防
物
前
に
京
・
り
、
二
百
一
合
を
唱

し
、
手
保
十
七
年
十
二
月
世
間
日
七
十
一

成
宇
一
以
て

裂
し
た
。

主
力
主
プ
ン
ド
ウ

一口岡
田
文

堂

方

水
の
子
。
泊

朝
梢
初
め
締
床
。
そ
の
給
司
郎
と
い
ふ
は
後
に
滞
侠
か

ら
隠
は
っ
た
も
の
で
あ
る
0

・天
堂
は
そ
の
観
。
定
番

御
歩
で
酎
首
都
役
か
ら
出
で
、
手
和
三
年
新
番
に
進

み
、
文
政
ご
年
新
知
百
石
世
相
岬
て
組
外
に
列
L
、
}-

年
夜
。
子
孫
樹
剛
山
い
で
山
川
に
仕
へ
る
。

h
F
カ
タ
ホ

高
田
保

鹿
島
郡
に
在
っ
た
。
放
久

三
年
並
滋
の
能
積
凶
閃
敏
図
録
に
は
、『前
回
係
、
二

町
六
段
九
、
椋
永
三
年
努
記
』
と
あ
る
。
後
悦
亦
ー両

国
保
が
あ
る
。

h
F
カ
h
F
ホ
一
品
田
保

血
応
部
に
闘
し
、
滞
政
時

代
で
は
、
間
的
部
・川
尻
・
新
屋
・
駅
士
口
・一品
問
・
杉
森
・

下
の
七
ヶ
村
を
含
ん
で
研
た
。

h
F
カ
h
F
ホ
ウ
ス
イ
一
一品
田
方
水

名
は
由
同
一

ω
o
m

法
を
井
出
正
水
に
挟
ん
で
之
を
能
〈
し
た
。

h
F
カ
h
F
モ
リ
ザ
エ
モ
ン
一
品
田
森
左
衛
門

何回郎

元
年
十

一
月
加
賀
滞
は
高
旧
森
左
衛
門
政
二
・
間
本

的
凶
・小
問問丈
抗
郎
・中
協
鎚
太
郎
・限
引
賢
之
恭
・小

林
在
近
の
六
人
合
加
料
し
た
。

一一ハ
Mm森
左
衛
門
は
柿

山
政
人
の
家
来
で
、
剣
術
・
中
容
・鎗
術
の
師
範
を
梁

と
L
、
同
に
年
サ
=
一
。
間
本
的
凶
は
奥
村
内
憾
の
家

来
で
、
間
J
t
二
歳
。

小
純
丈
五
郎
は
絞
山
義
門
の
家

来
で
二
十
説
。
こ
の
二
人
は
剣
術
・
巾
径
の
師
純
で

あ
っ
た
。
文
中
脇
鉛
太
郎
は
長
大
間
守
の
家
来
。
制
限

升
民
之
永
一
は
浅
井
孝
抗
郎
の
家
来
で
は
H

三
銭
。

小
林

京
証
は
能
州
中
間
村
の
鈎
物
防
で
汁
抗
様
。
民
之
一お

と
左
近
と
は
森
左
衛
門
の
内
弟
子
で
あ
っ
た
。
公

m

弱
奉
行
多
賀
源
助
が
そ
の
裁
判
に
詰
っ
た
。
鰍
艇
の

勤
は
、
森
左
衛
門
等
が
裕
外
に
同
志
を
得
て
何
時ぜか

の
陰
謀
を
企
て
ん
と
し
た
る
に
あ
っ
て
、
奉
行
は
腿

拷
問
そ
加
へ
白
献
脅
辿
っ
た
が
、
皆

mwμ
で
な
か
っ

た
か
ら
、
的
凶
以
下
の
抗
入
は
放
犯
せ
ら
れ
た
け
れ

ど
も
、
知
森
左
衛
門
は
明
治
二
年
七
月
ま
で
禁
獄
せ

ら
れ
、
そ
の
裂
に
し
て
大
明
寺
務
士
二
松
宮
間
太
の

女
で
あ
っ
た
千
陥
は
先
に
牢
死
し
た
。
こ
の
服
従
は
、

森
左
衛
門
等
が
大
明
寺
に
至
り
、
一
例
道
無
念
慌
の

従
と
剣
術
を
試
み
た
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
刊

に
仰
へ
ら
れ
た
る
統
的
は
ん
べ
て
架
窓
な
る
も
の
ふ

如
〈
で
あ
る
。
凶
に
い
ふ
。
蕊
左
衛
門
等
の
加
緋
を

元
治
元
年
と
抱
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
・も
あ
る
が
、
そ
れ

は
践
で
あ
ら
う
。

何
故
な
ら
、
大
山
掛
寺
の
制
遊
無
念

抗
日
間
叫
に
、
元
治
二
年
門
同
国
郎
元
〉
七
月
四
目
前
凶
・

中
脇
の
二
人
が
稽
古
に
来
。
、
そ
の
夜
道
場
主
中
島

鉄
三
郎
の
見
陳
弁
w
M
由
太
郎
の
家
で
猶
袋
を
附
い
た
と

閉
山
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

主
力
h
F
ヤ
エ
モ
ン

一一品
国
摘
右
衛
門
初
め
焔
秀

政
・松
平
忠
卸
に
仕
へ
、
元
利
三
年

h

前
倒
利
九
日
巾
か
ら

二
百
}
此
十
，
石
を
受
け
、
六
年
夜
。
子
孫
倒
的
い
で
山
川

に
仕
へ
る
。

h
F
カ
h
m
ヤ
チ
ガ
ハ

高
田
谷
内
川

鹿
島
都
佐
野

村
領
お
つ
る
ぎ
谷
か
ら
出
で
、
佐
隣
村
領
の品川
に
入

る
。
且
脱
税
凶
粁
除
。

主
力
h
m
ラ
ン
ド
ウ

高
田
商
堂

町
凹
石
水
の
子。

亦
活
穏
を
梅
床
と
い

4
た
。
虫
化
・
山
部
永
の
頃
か
ら

寺
子
屋
そ
凶
い
て
子
弟
に
教
授
し
た
が
、
明
治
の
後

小
県
教
育
に
従
取
し
、
十
抗
年
」
l

二
月
六
十
七
践
を

以
て
残
し
た。

主
力
量
リ
ュ
ウ

一一岡
田
流

出
家
井
出
百
水
の
門

下
に
前
倒
方
水
が
あ
り
、
方
水
の
子
に
文
京
が
あ
っ

た
。
文
設
は
正
水
洗
の
間
勤
な
る
宇
一
観
じ
て
山
田
腕
と

な
L
、
和
和
相
艇
に
近
似
せ
し
め
た
。
そ
れ
か
ら
市
水

統
が

一
に
お
削
流
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

h
F
カ
ヅ
カ

属高塚

凪
軍
部
道
下
の
笥
住
吉
口
耐
の

あ
っ
た
地
に
並
ぶ
托
を
い
ふ
。
こ
の
あ
た
り
に
古
川
引

が
多
い
と
い
・掛
か
ら
、
的
援
の
街
は
日
開
掛
か
ら
制
じ

た
も
の
で
あ
ら
号
。

主
力
ヅ
カ

一一品
塚
江
泊
郡
山
向
回
に
図
す
る
部
前
。

村
名
は
古
抽
出
あ
る
に
凶
る
。
加
越
関
押
印
記
天
文
什
一

年
割
合
宗
摘
出
馬
の
艇
に
、『
千
足
械
に
は
前
十
三
村

の
大
将
大
坂
・潟
山
神
の
大
助
・振
続
の
需
万
以
下
一
一
一

千
係
樹
術
開
削
る
。
不
叶
と
や
思
ひ
け
ん
、
制
手
よ
b

高
級
・励
俄
を
指
し
て
w
m
ち
て
行
〈
。
』
と
あ
る
も
川
坂

も
亦
こ
L

で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
三
且
村
清
興
門
防

有
の
宅
地
か
ら
多
数
の
削
元
泡
貨
を
務
到
し
た。

タ
カ
ヅ
カ
ザ
カ
一
一品
塚
摂

関
京
都
鐙
屋
初
日
・原
町

雨
部
訴
の
閣
の
坂
路
。

主
力
ヅ
カ
ヒ

高
誼

l
タ
カ
カ
タ
セ
ヲ
ユ

y

高
方
附
話
人
。

h
m
カ
ッ
カ
ヤ
マ

高
塚
山

須
咋
都
第
保
山
肌
の

北
に
あ
る
山
。
お
さ
一
六
一
米
。
地
質
第
三
紀
倍
。

h
m
カ
ヅ
カ
ヤ
マ

高
塚
山

風
京
郁
本
内
の
郎
w
m

東
北
に
在
る
山
。
一
品
さ
二
四

O
米
。
地
質
第
三
紀
居
。

主
力
ヅ
カ
ヤ
守
高
塚
山

風
京
都
宮
古
勾
部
務

五
O
三


